













〔ー J r単純な商品流通形式について」の(e)総括性)一(a) r~資本論』 第二巻
の出発点としての商品についてJ (1富大経済論集J13-3， 1997年1月〉並び
に〔二J 1資本の循環と一般的商品流通形式J(1富大経済論集J'10-4， 1968 




所で，商品資本の循環は， W' als W ではなくて， .W'als 
W-G-W 
Kapitalverhaltnisから出発するO したがって，今や， W' als 
W-:-G-W 


















W'.{ ---.，.. G'~ lw--"U-.(g_W 
と資本価値の流通と剰余価値の流通とに分離するO 更に，資本価値部分を W
(C+V) ，剰余価値部分を Wcω と表わせば，資本価値の流通，剰余価値の流通
は次のようになる。但し，簡単化のため以下，単純再生産を前提とするG
資本価値の流通 W山町一一G-W<~m
剰余価値の流通 W (.m) -g-w 
かくて， W'は次のように分解しうるO






W(C)ー G ー (P.m)v¥Ti (iニ1， 2，……n) 





(Pm) W'" (Pm) W'2，…… (Pm) W'n における数字1， 2， 3，…… nは特殊生産
部門の種類を表わす。















A -G一 (Lm)Wi (i=1， 2，……n) 













rWω- Gー CPm)Wi (j =1， 2， 3，…n) 
1十
くPm)od CLm) W'イWcv)-G-A 
1+ 
¥wω-gー CLm)Wi (i = 1，2，3，…n) 

























liche Kapital二 Summeder indidivuεllen Kapitale，従って， i社会的資本の総
運動は個別的諸資本の諸運動の代数学的総和に等しし、J(das gesamtbewegung 
，des gesellschaftlichen Kapitals=der algebraischen Summe der Bewegungen 
;der individuellen Kapitale.) 




L; CPm) W'i -G' ¥ 
i=l l g一 CLm)W
fG-Wく?…P…W'
L; CLm) W'i-G' ¥ 
i=l I gー CLm)W
A一一一 G 一一一 CLm)W
さて，今度はかかる社会的総資本から個別資本を見れば次の問題が生じるO
例えば CPm)W'1 は部門工の不変資本を現物翼補するとするO 今， 'CPm)W'1 
を「産業資本の自立的運動」として見てみるO すれば， CPm)Wl の構成は CPm)
W'l = CPm) W 1 CO) + CPm) W 1 CV) + CPm) W 1 Cm) となるO 他方， CPm)W'1 を社会的
総資本のー断片としてみるO すれば， CPm)W'1 は前提により， CPm) W' 1(C) と
なる。大文字のCは社会的総資本における不変資本部分を表わすとするO すな








注(1) Das Kapital， II. S 92.長谷部氏訳，第二部全(以下，訳Eと略称する。)128頁。
(2) Das Kapital， I. S 89.訳， II. 123頁。
(3) Das Kapital， II. S 89-90.-訳， II. 124頁。
(4) Das Kapital， II. S 93.訳， II. 128頁。



































さて，社会的総資本の年生産物 W'を W'als Wたる社会的総商品生産物と
してみるO すれば， .6 (Pm) Wiは社会的総資本を構成する各個別的資本が生産
手段として購入しうる商品量の総和であるO それ故 L;(Pm) Wiを商品としての
使用価値たる形態からみれば，それを構成する商品量は「生産的消費に入りこ
むべき，または少くとも入りこみうる形態をとる諸商品」であるO 叉， .6 (Lm) 
Wiは「資本家階級及び労働者階級の個人的消費に入りこむ形態をとる諸商品1
であるO
他方， .6 (Pm) Wi， L:(Lm) Wiは社会的資本のW'als Kapital verhaltnisでも
ある。
部門工の資本: 4000C + 1000V =5000 





ll: 2000C + 500V十 500M=3000
従って，この範式を W'als Kapitalverhaltnis， W' als W において表わせばー
次のようになるO
(Pm) W'(6000) = (Pm) W(4000C)十 (Pm)W(1000V)十 (Pm)W(1000M) 




(1) 500 I v， 500 I Mの二部門内で、の転態
位) (1000V十1000M)1 : 2000 I cの部門1，I聞の相互転態
(3) 4000llcの部門工内での転態
まず両部門間の転態 (1000V十10OOM)1 : 2000 I cを分析図で、示せば，
1 4必0∞0似 +1い同1凶00∞OV+1凶0∞M[ 





工: C印Pmω)W(ω40∞0∞0∞C。い山〉汁一+刊I~Pmω)W(α1 附 )+ 叩 W(lO∞0州 ~[ | 
ll:中|トCLmω)W(α20∞0叫+山W(州 )+C山 W(5州〉
すれば(Lm)W (2000C)二 (Pm)W(1000V) + (Pm) W(1000M) 
付) 10001 v :. 1000llc， すなわち， (Pm) W(1000 V) : (Lm) W(1000C) 








部門工における 10001V= (Pm) W(1000V) に対して投下される貨幣資本1000
(単位〉ポγ ド，更に簡単化のため， 1000工M=(Pm) W(1000M)に対して投下
される貨幣 1000(単位〉ポγ ドとするO







1 K (Pm) W(1000V)-1000G-A (1000) 
↓ 




Ip A(1000 )-1000Gー (L町 W(1000)




TIK (Lm) W(1000C)-1000Gー (Pm)W(1000) 
↓ 








かくて， 10001 v， 1000 llcの再生産=流通形式並びに貨幣流通は次のように
なるO
IK 向 W(100W〉-joω↑-A(1000)
1 P A(1000) -1000G I一一仏町W(1000)
llK (Lm) WC1000C)-1000G 'ー(Pm)W(1000) 
貨幣流通 1 K-1 p-I K-1 K 
(ロ) 10001 M : 1000llc， (Pm) W(1000M) : (Lm) WC1000C) 
但し，簡単化のため， 1000Gが工Kより個人的支出されるものとするO
1 K (Pm) WC1000M)-1000G-(Lm) W(1000) 
↓ 
llK (Lm) WC1000C)-1000G一 (Pm)W(1000) 
llK (Lm) WC1000C)-1000G一 (Pm)W(1000) 
↓ 
IK (Pm)WC1000M)ー 1000G一 (Lm)W(1000) 
10001 M， 1000llcの再生産=流通形式，並びに貨幣流通は次のようになる。
工K (Pm) WC1000M)-1000G-(Lm) W(1000) 
↓↑ 
llK (Lm) WC1000 C)-100QGー (Pm)W(1000) 
貨幣流通 1 K-llK-1 K 
叉は llK-IK-llK 
り 40001 c， (Pm) WC4000C)の部門工内での相互転態， 4000Gは貨幣資本
として機能する。
1 K (Pm) WC4000C}--4000Gー (Pm)¥iV(4000) 
1 K (Pm)WC4000C)-4000Gー (Pm)W(4000) 
このことは同時に次のことを意味するO
1 K (Pm)WC4000C)-4000Gー (Pm)W(4000) 










件~ 5001Iv， (Lm) W(500V)部門E内での相互交換， 500Gは貨幣資本とし
て機能するO
ITK (Lm) W(500V)-5uOG-A(500) 
IIp A(500) -500G~ (Lm) W(500) 
IIp A (500) ー 5OOG一(Lm)W(500) 
↓ 
lIK (Lm) W(500V)ー 500G-A(500)
かくて， 5001I vの再生産=流通形式，並びに貨幣流通は次のようになるO
lIK (Lm) W(500V)ー 500G-A(500) 
↓↑ 
IIp A (500) ー500Gー (Lm)W(500) 
貨幣通流 lIK-lIp-llk 
休) 5001IM， (Pm) W(500M)の相互転態，但し 500GはlIKの個人的支出
IIK (Lm) W(500M)ー 5OOGー (Lm)W(500) 
JIK (Lm)W(500M)ー 500G一 (Lm)W(500) 
このことは同次に次のことを意味するO
lIK (Lm) W(500M)ー 500Gー (Lm)W(500) 
↑ 
lIK (Lm) W(500M)ー 5OOGー (Lm)W(50Q) 
従って， 5001I班の再生産=流通，並びに貨幣流通は次のよう EになるO
ーーー~




40001 c， (1000V十1000M)1 =20001Ic， 500IIv， 500IIMすなわち， (Pm) 









従って， (1000V +1000M) 1 =2000llcの再生産=流通形式と貨幣通流
付) 10001 v=1000TIcの相互転態
1 K， 10001 v， (Pm) W(1000V)ー1000~--J\ (1000)
Ip， A， A(1000〉」1000Gi〈山W(1000)
llK， 1000 llc， (Lm) W(1000C )-1000~~ (Pm) W(1000) 
貨幣通流 IK-Ip-llK 
(ロ) 10001 M= 1000llcの相互転態
IK， 10001 M， (Pm) W(1000M)-1000~ー (Lm)W(1000) 
↓'↑ 
IIK， 1000llc， (Lm) W(1000C)ー1000~ー (Pm)W(1000) 
貨幣通流 IK-llK-IK 
又は llK-1 K--lI K 








llK， 500llv， (Lm) W(500V)ー 500V-J¥(500) 
↓↑ 









1 (Pm) W'(6000)= (Pm)羽1(4000C)十 (Pm)明1(1000V)十 (Pm)W(1000M) 
I (Lm) W'(3000)= (Lm) W(2000C)十 (Lm)明1(500V)十 (L判明1(500M) 
を (Pm)W'(6000)， (Lm) W'(3000):!において見直せば，すなわち部門1，Iにお
ける商品資本の循環形式でみれば次のようになるO 但し点線は貸幣流通を表
わすO 叉， 4000 1 c， 1000 1 vに対する5000G， 2000 I c， 500 I vに対する2500
Gは貨幣資本として機能するO
、レ
((Pm) W(4000C)一一-4000G-一 (Pm)W( 4000) 
¥ + モ一一一l く …P…(W'} 
(Pm) W'(6000)七Pm)W(1000V)ー ーでー1000GA> A(1000) 





( (Lm) W(2000 C)一一一一一2000G _: __ : (Pm) W(2000) 
I + く…P…(W')
(Lm) W'(3000) 1 (Lm) W( 500V)一ーァ 500Gホ A( 500) 
I + :--一ーャ ! 
'(Lm) W( 500M)一一ーナー 500G→一一一(Lm)W( 500) 
!f、 i
A( 500) .ー_"_ 500G-:-一一 (Lm)明T(500) 
(7) Das Kapital， II. S. 395.訳， II. 512頁。
(8)， (9) Das Kapital. II. S. 398.訳， II. 516頁。




ωDas Kapital， II. S. 401-2.訳， I， 520頁。
ω，(14)， (1日，同 DasKapital， II. S. 402.訳， II. 521頁。
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- 45-
間 DasKapital， r. S.402-5.訳， r. 521-525頁。

















(CPm) W (Ci)ー Gー CPωW
I + 
CPm) W'iイCPm)W CVi)ー G-A
l 十
¥ CPm) W Cmi)-gー CLm)W ( i = 1，2， 3，…n) 
つまり， CPm)W'iが実現され， かっそれに実存する資本部分， CPm) W CCj) ， 







( (Lm) W' (q)ー G-(Pm)W 
I + 
(Lm) W'i~ (Lm) W' (vi)~G-A 
I + 

























(Pm) W(c，)ー G 一一一-_6(aiI)(Pm) W 
(a，) (Pm) V¥ト一一G一一-W。2')(Pm) W 一一一一G-W
(an，) (Pm) W一一一一G一一一W









~(aiI) (Pm) W一一一Gー -W
となるO



















従って， ωW (02)は有(ω(Pm)W， 
(Pm) W (03) は ZJω(Pm)W
(Pm) W (On) は ~(ain) (Pm) W 
にて現物填補されるO
~(a Ij) (Pm) Wは特殊生産手段生産部
門(1)において生産された商品量のう
ち部門工の不変資本を現物填補した量をあらわしているo このことは z召j?わaむω2
~aiI ~aj2 ~ai3'" ~ain 


















L: CPm) W CVi) ， 
CPm) W CVl) 一一G~A
A一一一一G~L:(αail) CLm) W 







































L: (Pm) W (m i) : 1 M 
(Pm) W (ml)は次の形式において現物填補をなす。
向 W(ml)一一g-ZjpωωW
(sall) (Lm) W一一Gー -W
(sa21) (Lm) W一一一G-W
〈san1) (Lll1) }'j ==G-vV 




















所で， Z1向 W(山五山W但 i) を社会的総資本の再生産=流通としてみ
てみれば，それぞれの価値量は 10001v， 10001 M に相当するO
他方， zzyijhLm〉W を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，部門
Iの労働力の再生産に必要な生活手段，並びに剰余価値を現物堤補しているO






























L; L;(αaij) (Lm) W(1000C) -1000G-W(1000) 
51〈PJ(1000mi〉 1000G-1罫向山
515jpω(Lm) W(1000C)ー 1000G-W(1000) 
エ(Lm)W (Ci) : 1IC 
(Lm) W (CI)-Gー (Pffi)Wにおける (Lm)W (CI)は， (Lm) W"Iの生産要素をな
し生産手段として機能せしうる使用形態を持った諸商品によって現物填補され
ねばならぬ。
すなわち， (Lm) W (CI)一一一一一G一一-L;(bil +diI) (Pm) W 
(bl +dl) (Pm) W-G-W 
(b21 +d21) (Pm) W -G--W 
(bnl十dnl)(Pm) W-G--W 
この形式は (Lm)W (C2) ， (Lm) W (C3)…… (Lm) W (Cn)のいづれにも妥当するO
社会的総資本=個別資本の総和としてみれば次のようになるO
L; (Lm) W (C1)-一一一G-L;L;(bij十dij)(Pm) W 
1 i=l j=l 
L; L;(bij十dij)(Pm) W-G--W 
所で，L; (Lm) W (Ci)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それの価








2:1〈Lm〉W〈2000Ci〉 20GOG--22(bij十dij)(Pm) W(2000) 
515;b山 m)W(1000V)-lOOOG-W(lOOO) 
三1Eid山 m)W(1000M)-lOOOG← W(1000) 






A一一一一一G-~(bil) (Lm) W 
L;(bil) (Lm) W-G一一-W
(Lm) W (Vi) ( i =l......n)いづれにも同様の形式が妥当する。そこで， 社会
的総資本=個別資本の総和としてみれば，次のようになるO
L; (Lm) W (Vi)一一一一G一一A
A G-L; L; (bij) (Lm)明7
i=l j=l 
L; L;(bij) (Lm) W-G一-w
さて，L; (Lm) W (Vi)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それには


















(Lm) W (m[)一一G-L:(di[)(Lm) W 
i=1 
n 








L: (Lrn) W (mi)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それには500ITM
n n 
ずに相当する剰余価値量が存在するO 又，G-L: L:(dρ(Lrn) W における使用価
値・物は部門Eの各資本家階級が個人的消費のために現物撰補したものであ
n n 
るO それ故， L: L: (dj) (Lm) W fこは5001IM が実存するO 従って，上述の形式
は次のようになるO
n n n 
L: (Lm) W(500mi)一一一一5OOG-L:I:(bij) (Lm) W(500) 







.L; (Pm) W (Ci) : 40001 c 
n n z向)W(4000Ci)一一4000G-E1Eja山 m)W(4000} 
n n 
.L; .L; (aij) (Pm) W ( 4000 C ) -4000 G一一-W(4000)
n 
.L; (P判明T(Vi) : 10001 V 
L: (Pm) W(1000vi)一一一一1000G一一一A(1000)
n n 
A (1000) 1000G-.L; I;(αaij) (Lm) W(1000) 
.L; I;(α'i1i.i) (Lm) W(1000C )-1000G-W(100) 
n 
L: (Pm) W (Illi) ，: 10001 M 
n n n 
E1(Pm〉W(1000mi〉一一1000G-25P山 m)W(1000) 
n n 
51Ejpω(Lm) W(1000C )-1000G-W(1000) 
E 
.L; (Lm) W (Ci) : 2000JIc 
n n n 
.L; (Pm) W(2000Ci)一一一一2000G一一-L: L:(bij十dij)(Pm) W(2000) 
i=lj=l 
n n 
.L; L:(bρ(Pm) W(1000V)-1000G-W(10QO) 
n n 五割ij)向 W(1000M)ー 1000G-W(1000) 







.L; (Lm) W (mi) : 500 JI M 
- 46-
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n n n 
~ (Lm) W(500mi) 5OOG--~ ~(dij) (Lm) W(500) 
n n 
~ ~(dij) (Lm) W(500M)ー 500G-W(500)
さてこの形式を社会的総資本ニ個別資本の総和として見直せば，次のように
なるO




同 + (~に司ごコi::2) く .一….一….一.一……υ.い.一….υ'p
n 
~ (Pm) W(1000vi )-1000G-A(1000) 
n l~~ (Pm) W(1000mi)-1000g -:-~(ßaij) (Lm) W(1000) (jzi:2) 
A(1000) 一一1000G-~(αaij)(Lm) W(1000) 
(jzi::2) 
~ (Lm) W' (3000) 
~(aij+bij十dij ) (Lm) W'(3000) 
(jzi:2) 
it ~ (Lm) W(2000Ci )ー2000G-~(bi
同十 (jzi::2) く………p
n 
~ (Lm) W( 500Vi)-500G-A(500) 
十
n 
~ (Lm) W( 500mi)ー 500g-~(dij) (Lm) W(500) 
(!=i::2) 
A( 500)一一一 500G-~(bij) (Lm) W(500) 
(jzi::2) 
n n 
さて，部門工における~ (Pm) W (4000Ci)， .~. (Pm) W (1000vふ ~，(pm) W 
i=l n i=l n n i=1 
勺くο仰(οω1凶00∞Omiぶ)，部門Iv防ける i2号(Lm叫)W(α20∞00ω，三1ωW(5肋 1〉EF〉W
{500mふはそれぞれ価値量からみれば， 40001 c， 10001 v， 10001 lvI， 2000 
I c， 500 I v ， 500 I lvI，に照応するO しかも， 1 c， 1 v， 1 lvI， Ic， IIv， IlvI，はそ
- 47ー
- 35ー
れぞれ， ~(aij) (Pm) W(4000C)， ~(bij) (Pm) W(1000V)， ~(dij) (Pm) W(1000 
M)， ~(aij) (Lm) W(2000C)， ~(blj) (Lm) W(500V)， ~(dij) (Lm) W(500M)~ 
(jztE)に実存する。従って，一見次のように云えそうで、あるO
但し，Etpm〉 W(4000心=~(a山pm〉 W(4000C 〉 (jz11)
~ (Pm) W(100vi )=~(bij) (Pm) W(1000V) 
さσm)W(1000mi)=~(dルpm)W(1000M)
さ(Pm)W(2000心=~(aルLm)W(2000C) 
~ (Pm) W(500Vi )ニ乙(bij)(Lm) W(500V) 






I; (aJj十bJj十d'j)(Pm) W'ニ (Pm)W (0，)十 (Pm)W (v，)十 (Pm)W (m，) 
と表わせるO
さて，確かに (Pm)W'，は生産手段として生産的に消費され得，従って部門-
1， rの不変資本部分を現物填補しうるO とは云え， c" v" m"とし、う個別資本
の資本成分に照応して部門1，rの不変資本部分を現物填補するとは限らない。
n n 
換言すれば， ~ (a'j) (Pm) W (0，)は部門Iの不変資本部分を， .L; (bJj) (Pm) W 
n j=l 












(Pm) W(C)と表わせる。第二の場合は， ~(ajj)=O すなわち三(b Jj十dlj 〈pm〉 W
n n i=l n J;;-f'v ，-~ 
(V十M)，第三の場合は.6.(ajjj)>O. 6(bJj)>O .6 (djj)>Oであるから，t (aJj) 
n j=l n j=l' j=l 
(Pm) W(C)，三(bj内 ωW(V〉， q(ω(Pm)W (M)となるo 以上のことは，
部門 1，部門Eにおける各特殊生産部門における個別資本・個別資本群が再生
産した資本の生産物としての商品量一ωωW'i， (Lm) W'i( i =1・・ n)ー いづれ
にもあてはまるO
かくて，個別的運動としての個別資本の生産物 (Pm)W' i， (Lm) W' i，と社会的
総資本の断片としての個別資本の生産物たる (Pm)W'i， (Lm) W'i( i =1…n)と
の聞には次のような関連があるO
まず(Pm)W'i， (Lm) Wi'( i = 1…n)が社会的総資本=個別資本の総和に還元
n n n 
されるO すなわち， .6 (Pm) W(4000Ci) .6 (Pm) W(1000Vi)， .6 (Pm) W (1000mi) 
n i=l n i=l n i=l 
.6 (Lm) W (2000cふ .6 (Lm) W(500Vi)， .6 (Lm) W(500mi)に還元される。か
っ，正常な再生産を前提とすれれば，まず価値量からみて乙(4000ci)= 4000 1 
0， .6 (lOOOvi) = 10001 v， .6 (1000mi) = 10001 M， .6 (2000ci) =2000llo， .6 (500 
vi)=500工v，.6 (500mi) =500工M，(1000v十1000心工 =2000lloが成立するのを
条件とするO 更に個別資本を社会的総資本の断片に還元する。そして社会的総
資本の再生産=流通としてみれば，4000工0，10001v， 10001 M， 2000 llo， 500 I v， 
500llM，は次のように実存することを条件とするb .6 (aij) (PωW(4000C)， L:
(bij) (P凶 W(1000V)，.6 (dij) (Pm)明1(1000乱。， I:(aij) (Lm) W(2000C)， .6(bij) 
(Lm) W(500V)， .6 (dij) (Lm) W(500M) (但し， j = 1…n， j =1…n)すなわ








L;(bij) CPm) W(1000V)-1000G-W(1000) 
(jzi:2) 
L;(b1j) CPm) W(1000M)-1000G-W(1000) o二i:2)
L; (aij) CLm) W(2000 C)ー 2000G-W(2000)
(jzi:2) 
L; (bij) CLm) W( 500V)ー 500G-W(500) 
(}こi:2)










14000G-L; L;(aij) CPm) W(4000) 
6000G < 1000G-A(1000) 
n n 
l1000G-~1 ~~ßωCLm) W(1000) 
)2000G-I; I;(bij十dij)CPm) W(2000) 
i=1 j=1 
3000G ~ 500G-A(500) 
n n 
































10001 v ; lOOOlIc 





~~ _n n 




10001 M ; 1000 IIc 
一ーバH)∞G)
515Jdij〉〈pm〉W〈1側 M)ー1側 G71側 G-12号〈hij〉〈LmzW(1000〕t-:.' ;=1 ;;;1 、X了
主1sfy伊P向a山川〈α1∞ωOCω〉一附Gぷ〆〈心;t均ゆ∞側OG一主 去示おお(ω仙diη山j! i i=lj写1
Lぐ今(l∞Q.G))







l V ↓ n n 
E15jω(Pm) WqOOOM)ー lOOOG月仰Gつ25Pjkm〉W〈1側〉
ぷ，Jl n 
:6 L: (aij) (Lm) WC2000G )-200，OGι・2000G-:62:; (bij十dij)(Lm) W(2∞o) 





:6 r;CbiD (Lm)'WC 500V)ー 500G. 5∞G~AC 500) 
1<'，〆





I; I;(dij) CLm) W(500M)-500G • 500G-I; I;(dρCLm) W( 500) 
i=l j=l ↑ i 
但し，矢印は貨幣流通の方向 CGJは投下貨幣を表わす。






2: I;(aij) CPm) W(40ooC)~4000G ・ 4oo0G-I; 2:(aij) CPm) W(4oo0) 
/ヒーー 一ー一 i=lj=l 






n n 企ノ大 n n 
E1Eiω 〈凶W(20∞C)ー 2000G・2000G-E1計ij十dij)(Pm) W(20∞〉
I; E (bij) CLm) W (500V)-5∞G' 5ooG-AC 500) 
同 j三1 ヘ f
2: 2:Cdij) CLm) W C500M) 一50吋
-ア一一て-
¥1.、








A (10∞;-10∞G刈OOO~一子会ω く山 W(1000)
i，' I 円 Eibij十d山田)W(2∞0) 
~. ~Çaij+bjj 十dρ 山〉 ん/ く・…"p'
円同 W'(3000)-3000ぷ~ ?OOG A(5∞〉
尽に I I 
於ご. J/ 
L;(d1J) (Lm) W(500) 





n n n 
物からみれば (1).L;(akj十bkj十dkj)(Pm) W， (2) L; (akj十bkj十dkj)(Lm) W， (3) L; 













，?、 ? ??? ????
(2) 
(3) 
n n n 
(1)の場合であれば ~(bρ=0， L;(dkj)=O，従って， CPm) WJ，-は ~.(akj) CPm) 
W(600)とな式こ込個別資本51WFals kapi仙 erhaltnis
L;(akj) CPm) .W(400c) 
十
2(むかpm〉WF(600〉{÷土(むかPm)W(100v) 
1 j=l + 




















他方， 400c， 100v， 100mは同様に次の再生産=流通形式をとって現物填補
する。




A(100)一一一 100G・100G-L;(αaik)(Lm) W(100) 
n 
tq(aiEj〉ωW(1∞m)C-100G・1OOG六甲ω 〈山W(100)






400G~I: Caik) (Pm) W(400) 
く........p 




(18) Das Kaiptal， I. S. 395.訳， I. 512頁。
同 DasKapital， I. S. 427-8.訳， II. 553-4頁。
倒 以下，社会的総資本，個別資本いづれにも中位の有機的構成を前提とする。この点
について， Das Kaptal， 1. S. 644.訳， 1. 952-3頁参照。
























な商品流通形式が直接にあてはまるO 然し W C)ー G-CPm) W， vV CV)一一G-
A， WCm)-gー CPm)Wは同時に資本の運動でもあるO 従って，上述の事を云
うには第三篇を第一篇に還元しなければならぬ。これには別稿にて検討したい。
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